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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

富士市における、多様化する教育・保育ニーズ等を把握し、就学前児童数が減少する中でも、

公立施設での教育・保育（幼稚園、保育所、認定こども園及び地域型保育事業所）の質の確保、

向上及び安心して子育てができるよう、乳幼児期の教育・保育の総合的な提供及び公立教育・保

育施設の配置等を含めた基本的な方向性を整理するため、調査を実施するものです。 

 

２ 調査対象 

富士市内在住の０歳児から６歳児のお子さんがいるご家庭を無作為抽出 

 

３ 調査期間 

令和８年２月 10日から令和８年３月 15日 

 

４ 調査方法 

郵送による配布、WEBによる回収 

 

５ 回収状況 

配 布 数 回答数 有効回答数 有効回答率 

3,000件 1,941件 1,924件 64.1％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 回答者属性 

問１ お住いの地区はどちらですか。（○は１つだけ） 

「富士南」の割合が 9.9％と最も高く、次いで「田子浦」の割合が 7.2％、「富士北」、「丘」の

割合が 6.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※「わからない」と回答したものについては、記入の地域名から市にて 

       地区を割り出し、その地区にお住いとして割り振っています。 
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問２ お子さんはあて名のお子さんを含めて何人いらっしゃいますか。 

「２人」の割合が 52.7％と最も高く、次いで「１人」の割合が 27.9％、「３人」の割合が 15.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたのお子さんの年齢 （令和８年２月１日現在）はいくつですか。（複数回答） 

「４歳」の割合が 25.1％と最も高く、次いで「３歳」の割合が 23.5％、「５歳」の割合が 23.1％

となっています。 
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問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。（○は１つだけ） 

「父親」の割合が 15.8％、「母親」の割合が 84.2％となっています。 
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問５ あて名のお子さんとご一緒に住まわれている方を選んでください。（複数回答） 

「母親」の割合が 93.1％と最も高く、「父親」の割合が 92.3％、「お子さんの兄弟姉妹」の割合

が 50.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇問５で「父親」もしくは「母親」を選択した方におうかがいします。 

 

問６ あなたの通勤先はどこですか。（○は１つだけ） 

「富士市内」の割合が 58.9％と最も高く、次いで「自宅（自営・専業主婦(夫)など）」の割合

が 20.6％、「静岡県内」の割合が 17.7％となっています。 
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〇問５で「父親」を選択肢、且つ「母親」を選択した方におうかがいします。 

 

問７ 配偶者（パートナー）の通勤先はどこですか。（○は１つだけ） 

「富士市内」の割合が 57.6％と最も高く、次いで「静岡県内」の割合が 31.8％、「自宅（自

営・専業主婦(夫)など）」の割合が 2.8％となっています。 
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〇問５で「父親」もしくは「母親」を選択した方におうかがいします。 

 

問８ あなたがいつも勤務する曜日などであてはまる番号はどれですか。（複数回答） 

「土、日、祝日の勤務はない」の割合が 37.3％と最も高く、次いで「土曜日の勤務がある」の

割合が 35.6％、「祝日の勤務がある」の割合が 27.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇問５で「父親」を選択肢、且つ「母親」を選択した方におうかがいします。 

 

問９ 配偶者（パートナー）がいつも勤務する曜日などであてはまる番号はどれですか。（複数回

答） 

「土曜日の勤務がある」の割合が 57.0％と最も高く、次いで「祝日の勤務がある」の割合が

52.2％、「日曜日の勤務がある」の割合が 33.2％となっています。 
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問 10 あなたのお子さんは幼稚園・保育園などに通っていますか。（複数回答） 

「保育園」の割合が 32.3％と最も高く、次いで「認定こども園」の割合が 27.2％、「幼稚園」

の割合が 21.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇問 10で「幼稚園」、「保育園」、「認定こども園」、「小規模保育事業所」を選択した方におうかがい

します。 

 

問 11 現在通われているその園は公立、私立のどちらですか。（複数回答） 

「公立」の割合が 33.3％、「私立」の割合が 68.0％となっています。 
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〇問 10 で「幼稚園」、「保育園」、「認定こども園」、「小規模保育事業所」、「事業所内保育事業所」、

「家庭内保育事業」、「企業主導型保育事業」、「その他の認可外保育施設を利用している」、「富士市

外の幼稚園・保育園・認定こども園に通っている」、「その他」のいずれかを選択した方におうかが

いします。 

 

問 12 あなたのお子さんが通っている幼稚園・保育園等までの主な移動手段はどれですか。（○は

１つだけ） 

「自動車」の割合が 81.5％と最も高く、次いで「園の送迎バス」の割合が 8.4％、「徒歩」の割

合が 6.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、送迎に要する時間と距離を教えてください。 

①送迎に要する時間 

「５分」の割合が 30.3％と最も高く、次いで「10分」の割合が 25.0%、「15分」の割合が 13.6％

となっています。なお、中央値は「10分」となっています。 
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②距離 

「１ｋｍ」の割合が 17.6％と最も高く、次いで「２ｋｍ」の割合が%、「３ｋｍ」の割合が 9.7％

となっています。なお、中央値は「２ｋｍ」となっています。 
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〇問 10 で「幼稚園」、「保育園」、「認定こども園」、「小規模保育事業所」、「事業所内保育事業所」、

「家庭的保育事業」、「企業主導型保育事業」、「その他の認可外保育施設を利用している」、「富士市

外の幼稚園・保育園・認定こども園に通っている」、「その他」のいずれかを選択した方におうかが

いします。 

 

問 13 現在、通園している園を希望した理由をお答えください。（複数回答） 

「自宅に近いから」の割合が 62.1％と最も高く、次いで「兄弟姉妹が通っていたから」の割合

が 27.0％、「教育・保育の方針に共感できたから」の割合が 25.3％となっています。 
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問 14 現在通園している園の施設や設備面についての満足度についてお答えください。（〇は１つ

だけ） 

すべての項目で「大変満足している」と「まあまあ満足している」の割合が高く、概ね満足度

は高い結果となっています。 

その中で、「園の駐車場・駐輪場のスペース」、「園庭の広さ」では、「あまり満足していない」、

「不満」の割合が 10％以上を示し、改善を検討する結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①通園の距離・時間 

 

②送迎手段 

 

③園の駐車場・駐輪場のスペース 

④開園時間 

 

⑤施設・設備などの安全面 

 

⑥トイレの使いやすさや清潔さ 

 

⑦部屋の広さ 

 

⑧部屋の環境・過ごしやすさ 

 

⑨遊びや学びのための教材、遊具、備品 

 

⑩遊具などの安全面 

 

⑪園庭の広さ 

 

⑫侵入者や不審者などの対応における安全面 
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問 15 現在通園している園の教育・保育内容や職員についての満足度についてお答えください。

（〇は１つだけ） 

すべての項目で「大変満足している」と「まあまあ満足している」の割合が高く、概ね満足度

は高い結果となっています。 

その中で、「園からの日常的な連絡（連絡帳や今日の出来事など含む）」では、「あまり満足して

いない」、「不満」の割合が 10％以上を示し、改善を検討する結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①園の教育・保育方針や教育・保育の内容 

 

②職員（幼稚園教諭・保育士）の人数 

 

③こどもの個性や成長に合わせた教育・保育面 

 

④こどもへの接し方 

 

⑤保護者への対応 

 

⑥子育てに関する相談 

 

⑦行事や遠足などの実施内容 

 

⑧地域に密着した教育・保育活動 

 

⑨園からの配布物 

 

⑩園からの日常的な連絡 

（連絡帳や今日の出来事など含む） 
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○問 10で「通っていない・利⽤していない」を選択した方におうかがいします。 

 

問 16 お子さんが現在、幼稚園・保育園などを利用していない理由をお聞かせください。（○は１

つだけ） 

「３歳から幼稚園または認定こども園（幼稚部）への入園を希望しているため」の割合が

38.3％と最も高く、次いで「育児休業を取得しており、利用する必要がないため」の割合が

25.7％、「こどもと一緒に過ごす時間を大切にしたいため」の割合が 11.8％となっています。 
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問 17 幼稚園、保育園などへの入園に関する情報は、どこから入手しますか。（複数回答） 

「市・各園のウェブサイト」の割合が 48.0％と最も高く、次いで「友人・知人」の割合が

43.1％、「市役所（保育幼稚園課、こども家庭課など）の窓口」の割合が 33.2％となっていま

す。 
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問 18 子育ての不安や悩みごとを市の保育幼稚園課やこども家庭センター、幼稚園、保育園などの

施設および民生委員・児童委員に相談したことはありますか。（○は１つだけ） 

「ある」の割合が 35.2％、「ない」の割合が 64.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問 18で「ある」を選択した方におうかがいします。 

 

問 19 ご相談は、いずれを利用されましたか。（複数回答） 

「幼稚園・保育所（園）・認定こども園・小規模保育事業所」の割合が 59.0％と最も高く、次

いで「子育て支援センター」の割合が 28.7％、「こども発達センター」の割合が 24.1％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



17 

○問 18で「ない」を選択された方におうかがいします。 

 

問 20 その理由をお聞かせください。（○は１つだけ） 

「相談する必要がなかったから」の割合が 59.1％と最も高く、次いで「他に相談する相手、場

所があったから」の割合が 26.7％、「相談できる場所（人）を知らなかったから」の割合が 10.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 公立幼稚園又は公立認定こども園（幼稚部）で最も実施してほしい内容を選んでください。

（○は１つだけ） 

「開園時間の延長【現状：９時から１６時まで開園（預かり保育含む）】」の割合が 18.5％と最

も高く、次いで「温かい給食（自園調理）の提供【現状：給食業者によるお弁当の搬入】」の割合

が 13.4％、「ＰＴＡ活動の廃止」の割合が 11.7％となっています。 
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問 22 公立保育園、公立認定こども園（保育部）又は公立小規模保育事業所（みなみっこなど）で

次の内容で実施してほしい番号を選んでください。（○は１つだけ） 

「課外教室（スポーツ、語学、書道など）の実施」の割合が 20.4％と最も高く、次いで「開園

時間の延長【現状：７時から１８時または１９時まで開園（延長保育含む）】」の割合が 13.5％、

「土日での行事の実施【現状：運動参観、発表参観は平日実施】」の割合が 12.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 幼稚園や認定こども園（幼稚部）で実施する預かり保育*について、一定の条件を満たした

場合、１日 450円分を限度として利用料金が減額されることを知っていますか。 *保護者の就労な

どにより、保育園に通える条件を満たしている場合、幼稚園の預かり保育料について１日 450円を

限度として減額できる制度（幼児教育・保育の無償化（新２号認定））。 

 https://www.city.fuji.shizuoka.jp/1023100000/p001571.html 

「知っている」の割合が 31.1％「知らない」の割合が 68.9％となっています。 
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○問 23で「知らない」を選択された方におうかがいします。 

 

問 24 この制度を活用できれば、幼稚園や認定こども園（幼稚部）への入園を検討できますか。（○

は１つだけ） 

「検討しない」の割合が 38.8％、「すでに幼稚園又は認定こども園（幼稚部）に入園している

ので、検討しない」の割合が 37.2％、「検討する」の割合が 24.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問 24で「検討しない」を選択された方におうかがいします。 

   

問 25 検討しない理由として、あてはまるものを選んでください。（複数回答） 

「夏休みなどの長期休みがあるから」の割合が 29.6％と最も高く、次いで「開園時間が短いか

ら」の割合が 29.2％、「そもそも利用料金が高いから」の割合が 8.8％となっています。 
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２ 各施設が行っている保育事業についておうかがいします。 

問 26 一時預かり事業*を利用したいと思いますか。（○は１つだけ） *家庭での保育が一時的に困

難となった保育園などに通っていないこどもを一時的に預かる事業。  

https://www.city.fuji.shizuoka.jp/1023100000/p001667.html 

「利用したい（利用したことがある・利用している）」の割合が 36.4％、「利用しない（利用し

たことがない）」の割合が 46.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問 26で「利用したい（利用したことがある・利用している）」を選択された方におうかがいしま

す。 

 

問 27 月に何日程度利用したいと思いますか（利用しましたか）。 

「５日」の割合が 15.9％と最も高く、次いで「４日」の割合が 14.9％、「１日」の割合が 13.9％

となっています。なお、中央値は「４日」となっています。 
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問 28 一時預かり事業の利用を希望したときに、利用できなかったときはありますか。（〇は１つ

だけ） 

「まだ利用するようなことはない」が 69.1％と最も高く、次いで「なかった」の割合が

18.5％、「あった」の割合が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問 28で「あった」を選択された方におうかがいします。 

 

問 29 その時の対処方法を教えてください。（複数回答） 

「あなたもしくは配偶者（パートナー）が仕事を休んだ」の割合が 50.2％と最も高く、次い

で「親族・知人にみてもらった」の割合が 45.2％、「あなたもしくは配偶者（パートナー）の勤

務先へこどもを同行させた」の割合が 7.1％となっています。 
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問 30 一時預かり事業について、希望することはなんですか。（複数回答） 

「実施施設を増やしてほしい」の割合が 43.5％と最も高く、次いで「利用するための要件を緩

和してほしい」の割合が 39.7％、「受入れ定員を増やしてほしい」の割合が 24.9％となっていま

す。 
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問 31 こども誰でも通園制度を利用したいと思いますか。（○は１つだけ） 

*保護者が働いていなくても、月 10時間を限度として、時間単位で保育所などを利用することがで

きる制度。 https://www.city.fuji.shizuoka.jp/1023100000/p007672.html 

「利用したい（利用したことがある・利用している）」の割合が 24.0％、「利用しない（利用し

たことがない）」の割合が 45.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問 31で「利用したい（利用したことがある・利用している）」を選択された方におうかがいしま

す。 

 

問 32 月に何時間程度利用したいと思いますか（利用しましたか）。 

「10時間」の割合が 22.1％と最も高く、次いで「20時間」の割合が 13.2％、「５時間」の割合

が 11.0％となっています。なお、中央値は「10時間」となっています。 
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問 33 こども誰でも通園制度について、希望することはなんですか。（複数回答） 

「実施施設を増やしてほしい」の割合が最も高く、次いで「利用時間を延ばしてほしい」の割

合が 30.6％、「受入れ定員を増やしてほしい」の割合が 26.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 34 病児保育事業を利用したいと思いますか。（○は１つだけ）  

*こどもが病気で保育園などに通えないにも関わらず、仕事を休めないなどの理由で、家庭での保

育が困難な場合に、病院、保育園などの専用スペースで一時的に保育する事業。  

https://www.city.fuji.shizuoka.jp/1023100000/p001668.html 

「利用したい（利用したことがある・利用している）」の割合が 40.4％、「利用しない（利用し

たことがない）」の割合が 48.0％となっています。 
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問 35 病児保育事業の利用を希望したときに、利用できなかったときはありますか。（〇は１つだ

け） 

「あった」の割合が 9.6％、「なかった」の割合が 13.0％、「まだ利用するようなことはない」

の割合が 77.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問 35で「あった」を選択された方におうかがいします。 

 

問 36 その時の対処方法を教えてください。（複数回答） 

「あなたもしくは配偶者（パートナー）が仕事を休んだ」85.4％と最も高くなっています。 
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問 37 病児保育事業について、希望することはなんですか。（複数回答） 

「実施施設を増やしてほしい」の割合が 64.1％と最も高く、「利用するための要件を緩和して

ほしい」の割合が 35.2％、「受入れ定員を増やしてほしい」の割合が 32.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 38 休日保育事業*を利用したいと思いますか。（〇は１つだけ）  

*日曜日や祝日において、仕事などにより家庭で保育を行うことが困難なこどもを保育する事業。  

 https://www.city.fuji.shizuoka.jp/1023100000/p001669.html 

  「利用したい（利用したことがある・利用している）」の割合が 25.9％、「利用しない（利用し

たことがない）」の割合が 58.9％となっています。 
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問 39 休日保育事業の利用を希望したときに、利用できなかったときはありますか。（〇は１つだ

け） 

「あった」の割合が 2.5％、「なかった」の割合が 8.8％、「まだ利用するようなことはない」の

割合が 88.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問 39で「あった」を選択された方におうかがいします。 

 

問 40 その時の対処方法を教えてください。（複数回答） 

「親族・知人にみてもらった」、「あなたもしくは配偶者（パートナー）が仕事を休んだ」の割

合が 60.4％と最も高く、次いで「近所・隣人にみてもらった」の割合が 6.3％となっています。 
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問 41 休日保育事業について、希望することはなんですか。（複数回答） 

「実施施設を増やしてほしい」の割合が 64.4％、「受入れ定員を増やしてほしい」が 32.1％、

「富士駅、新富士駅周辺の交通利便性の高い場所でのサービス提供」が 11.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 42 少子化が進行する中、安定した教育・保育を提供していくため、公立幼稚園や保育園などの

定員の見直しや施設数について、こどもの数に見合った適正な規模に公立園の閉園や、公立幼稚園

と公立保育園を統合（統廃合）し、公立認定こども園にするなどを含めた検討を継続的に行うこと

が必要です。これについて、あなたの考えに最も近いものはどれですが。またその理由を教えてく

ださい。（○は１つだけ） 

「移転や統廃合はするべき」の割合が 12.3％、「移転や統廃合はやむを得ない」の割合が 52.3％

と移転や統廃合に肯定的な割合が 64.6％となっています。「移転や統廃合はするべきではない」

の割合が 11.7％となっています。 
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問 43 公立の幼稚園や保育園などの役割で、施設のあり方として希望する内容を選んでください。

（複数回答） 

「子育てについて気軽に相談できるなど、地域の子育て支援の拠点としての施設」の割合が

60.6％と最も高く、次いで「食育に取り組んでいる施設」の割合が 36.0％、「スポーツ、語学、

書道など課外教室に積極的に取り組んでいる施設」、「災害時や非常時の緊急的な保育の受け入れ

施設」の割合が 34.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


